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 インターンシップの研修内容     

・事務所で Diversity Fair のためのパネル作り、兵庫についての勉強、電話対応、所長

のお手伝い 

・トヨタの元副社長の講演会 

Diversity Fair ではパネルを使っての兵庫の紹介、習字の紹介 

・バラード高校でのインターン 日本文化を紹介するためのプレゼン、採点や出席の確

認、コピー、宿題チェック、生徒との日本語での練習相手、洗い物や、コメを炊いた

り、クイズを作ったり、全先生が集まる会議に参加したり、立命館守山高校のお手伝い

や先生に頼まれたことなどした。 

・日本語イマージョンキャンプ 餃子の作り方を教えたり、クイズの司会をした。 

・事務所でサクラコンのためのパネル作り、兵庫についての勉強、電話対応、所長のお手

伝い 

・天平さんのピアノコンサート 受付や CD販売、会場準備や片付け 

・サクラコン パネルを使って兵庫を紹介した。はばタンを着て歩いた。 

 

 インターンシップで必要な英語力・スキル 

・英語力が必要となるのは電話対応や、パネルを作るときに英語で説明を考える時だっ

た。電話対応のときのために電話対応をする英語力が必要。必要なパソコンのスキルは、

ワードとエクセル。 

・Diversity Fair では自分から声をかけていくコミュニケーション能力が必要。また、兵

庫を紹介するための英語力、習字では人の名前を聞くリスニング力。 

バラード高校では生徒と話したりするときに英語が必要。また、プレゼンで質問がきたり

するのでその時に英語力が必要。先生にパソコンでクイズを作ったり頼まれることがある

ので、最低限パソコンを使えないといけない。生徒は最初緊張しているのでコミュニケー

ション能力が必要。先生とは日本語で話すため英語力はそこまでいらないが、生徒の言っ

てることをすべて理解するためにはかなり高い英語力が必要となる。また、バラード高校



では生徒がメインであり自分たちはサブだ。そのため生徒と話すときも日本語をなるべく

使う。 

・日本語イマージョンキャンプではほとんど日本語。今回は餃子づくりということで、料

理出来たら活躍できた。 

・サクラコン 自分から声をかけるコミュニケーション能力が何よりも必要。兵庫の説明

をするのに最低限の英語力が必要。 

 

 インターンシップで得たこと 

・コミュニケーション能力 

・自分から話しかける勇気             

・自信 

・価値観の変化                        

・シアトルで活躍している日本人とのつながり 

・海外で生活する上での最低限の英語力 

・自分には何もないということが分かった 

・自分の得意なことなど自分自身を知り持つことが必要だと分かった 

・今後の英語の勉強意欲が高まった 

 

 印象に残ったこと 

・バラード高校での銃に関しての会議 

・バラード高校での銃乱射のときの避難訓練 

・ユニセックスなファッション 

・バラード高校での生徒の容姿や授業態度や会議での態度 

（各テーブルにお菓子が置いてあって会議中に食べたり、携帯を

会議中に普通に触ったり、会議中に立ち歩いたり、会議中に話し

たりするが、ほとんどの人が手を上げて自分の意見を言ってい

た） 

・アメリカ人は手を上げて発言する 

・授業中や会議でたくさんの人が手を上げ意見をいう 

・バラード高校でのデモ活動 

・バラード高校で生徒が「コンピューターの赤ちゃん」を育てていたこと 

・アメリカでは日本のテレビの罰ゲームなどは受け入れられそうに思えたが実際は違っ

て、「ガキの使い」の番組を見せると訴えられるなど言っていたこと 

・アメリカの高校は先生が教室を持っていて、生徒がうける授業のクラスに移動していく

ということ 

・高校生が車の運転をしていること 



・高校生が大学のように自分で授業を選べること 

・高校の部活は試合のシーズンになると始まる 

・部活でトライアウトがある 

・TAがいること 

・沢山の日本人がアメリカで活躍していること 

・アメリカ人はほとんど残業しないこと 

・アメリカでは「オタク」はいいということ 

 

 インターンシップが今後どう活かされていくか 

・僕の考え方を全部変えてくれ、日本で取り入れるべきことは

進んでやっていきたい 

・国際的に活躍したいと思う気持ちが高まり進んで英語を勉強する 

・自分をもっと成長させるのに活かせる 

・初対面の人とでもコミュニケーションを自分から取りにいける 

 

 後輩たちへのメッセージ       

やらずの後悔よりやっての後悔 

僕はちょっとやってみたいなと思って応募した 

行って後悔なんてない 行かなかったら後悔してたに違いない 

何もかもやってみないとわからないよ 

そして、やりたいことをやってほしい 

このインターンシップで自分がどういう人間かいかにダメかがわかる 

だから、ぜひ挑戦してほしい 

本当に充実した日々になるし、自分の考え方とか価値観が変わるよ 

みんなが行かないなら僕がまた行くよ！ 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 


